
　最近、カラス等による可燃ごみを荒らす被害が増加しています。
カラス等は、臭いではなく視覚でエサを探すので、これらのことに
一人ひとりが配慮し、可燃ごみの散乱防止に努めてください。

可燃ごみ袋は、なるべく交差点を避け、収集経路の進行方向にご近所で
固めて出すようにしてください。（交通量の多い交差点は、収集車が他の
車両の通行の妨げをしてしまうため）
現在１世帯で可燃ごみを出されている場合、収集時間の効率化のため、
ご近所で固めて出すようご協力をお願いします。
ごみ袋は、必ず大口町指定のごみ袋を使用してください。また、空き缶
やビン、金属類、乾電池などの危険物は、絶対に入れないで下さい。こ
れらが含まれている可燃ごみ袋は収集できません。
野良ねこなどに荒らされる被害があるため、必ず決められた曜日の朝に
出してください。
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● 粘着物のついた封筒
● 防水加工された紙（紙コップ、紙皿、
　紙製カップ麺容器、紙製ヨーグルト容器、油紙、ロウ紙など）
● 裏カーボン紙、ノーカーボン紙  （宅配便の複写伝票など）
● 圧着はがき（親展はがき）
● 感熱紙（ファックス用紙、レシートなど）
● 印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙、感光紙（青焼きコピー紙）
● プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせた複合素材の紙
● 金・銀などの金属が箔押しされた紙
● なっせん紙（昇華転写紙、絵柄などを布地に加熱してプリントする紙）
● 感熱性発泡紙 （点字関係で使用。熱を加えたところが盛り上がる紙）
● 合成紙（プラスチックで作られている紙）
● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、紙製の洗剤容器、線香の紙箱など）
● 水に濡れた紙、油のついた紙（使い終わったティッシュペーパーやタオルペーパー、食品などで汚れた紙）
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調査の結果、紙類が半分程度
を占めています。
まだまだ、資源化可能な紙類
が多く含まれていますので、
今後も環境保全と天然資源の
消費抑制の観点から、更なる
分別への取組みにご理解とご
協力をいただきますようお願
いします。

町では、定期的に可燃ごみの
中身を調査しています。

可燃ごみ収集袋

大口町

　中身が残っていたり、汚れが付着していないように水ですすいで出
してください。汚れが落ちない場合は、「その他プラスチック」に出
してください。また、レジ袋等に入れてまとめた場合は、中身の確認
のため、捨てる際に必ず袋から出してください。

容器包装ではないもの（例）

危険物（禁忌品）

汚れが落ちないものは、

　間違いやすいものとして、CDやDVDのケース、クリーニングのビニール袋、
フリーザーバッグ、メール便のビニール製封筒、テープ、ひも、本のカバー、
バケツ、洗面器、コンビニスプーンは、容器包装プラスチックに該当しません。
その他プラスチックに入れてください。

　処理の際、手分別をおこないますので、カミソリや乾電池、
ライターなど危険物（禁忌品）は絶対入れないでください。

　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会では、定期的に容器包装プラスチックの品質調査をおこなっており、
毎年２％未満の異物の混入があります。品質を維持するため、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。
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環境への負荷を低減するには
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可燃ごみ

　大口町の家庭から出る可燃ごみの焼却場 (江南丹羽環
境管理組合美化センター)で、定期的に実施している可
燃ごみの分析調査によると、生ごみ類の約80％は水分で
あることから、水切りを十分おこなうことも効果的です。
　紙、布類は分別して地区の資源ごみ回収日、または、
資源リサイクルセンターに出すことで、ごみの減量が図
れ、古紙やウエス（雑巾等）に再利用されます。また、
家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出すこ
とによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資源は
チップ化し、土壌改良材やマルチング（根覆い材）とし
て再利用されます。

環境美化センターに搬入される可燃ごみの内訳は、紙、
布類が約半分を占めています。これらを分別して地区
の資源ごみ回収日、または、資源リサイクルセンター
に出すことで、ごみの減量
が図れ、古紙やウエス（雑巾
等）に再利用されます。

家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出す
ことによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資
源はチップ化し、土壌改良
材やマルチング（根覆い材）
として再利用されます。
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　ごみの発生を抑制し、排出されたごみは可燃ご
みに出すのではなく、分別して資源化する取り組
みを継続することで、最終処分場の延命化に繋が
り、環境への負荷が低減されます。一人ひとりが
できることは小さなことでも、みんなで取り組め
ば大きな力になります。さあ、できることから始
めましょう！今後も資源の有効活用、可燃ごみの
減量にご理解とご協力をお願いします。
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有機資源保管所
▲かごなどを使用し、ネットをかぶせる ▲ネットの周りに重りを置く
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ごみは、必ず分別をしましょう。容器包装プラスチック、缶、びん、ペットボトルや新聞、
雑誌、ざつがみなどは資源ごみとして決められた種類ごとに分別をすれば再利用をす
ることが可能になり、可燃ごみの減量にも繋がります。
買い物に出かけるときはマイバックを持ち、本当に必要なものかよく考え、上手な買
い物をしましょう。シャンプーや洗剤などは、詰め替え商品を利用し、無駄な容器を
減らしましょう。
料理は、食べ残しが出ないようにしましょう。台所から出る生ごみは、水分を多く含
んでおり、特に夏場において、悪臭の発生原因ともなりますのでしっかりと水を切っ
てから捨てるよう心掛けましょう。

可燃ごみの減量
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カラスのエサとなる残飯を減らしましょう。
外から生ごみが見えないよう、資源に再利用できないざつがみなどで包んでごみ袋に入れましょう。
可燃ごみ袋は、必ずカラス除けネットに入れ、周りに重りを置くか、ネットで包み込むようにし、カラスがご
み袋を引きずり出せないように入れましょう。集積場所にスペースなどがある場合、かごなどを使用しましょう。

カラス対策
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可燃ごみ収集後は、かごを撤去し、スペースを空けましょう。
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